
会社は第２回交渉で退職する理由を 

「能力を活かす場がない」と言っていましたが、職場の現実は違います！！ 

ある職場で掴んだ声は… 

・管理者に相談した時、自分の事を考えてくれない姿勢を見て退職を決めた。 

・人を見ない。施策などお願いするばかりで担う人の事を考えていない。 

・子育てしながら思うように仕事できる会社ではない。 

・８年働いても基本給が２０万も満たない。 

・環境がよくても低賃金が改善される見込みもないので転職。 

・手取りも少ないうえに、福利厚生にも魅力がなくなってきている。 

労働条件が厳しくなっても転職した方がいい。 

・会社の経営姿勢に合わなかったから。 

・育休明けで家族の事情。 

・掴んでいるものを否定しない。私たちの掴んだ声も現実 

・営業統括センター、統括センター化で働きがいを生み出しているのも現実。 

・社員が安心して働いて頂くことが大事なので、会社として離職防止に努める。 

・覚悟を持っての最終回答。 
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